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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第15期中 第16期中 第17期中 第15期 第16期

会計期間

自　平成18年
３月１日

至　平成18年
８月31日

自　平成19年
３月１日

至　平成19年
８月31日

自　平成20年
３月１日

至　平成20年
８月31日

自　平成18年
３月１日

至　平成19年
２月28日

自　平成19年
３月１日

至　平成20年
２月29日

チケット取扱高 (千円) 28,597,408 31,296,213 37,805,877 54,600,440 60,212,518

営業収入 (千円) 3,197,189 3,498,812 3,956,787 6,533,223 6,960,038

経常利益 (千円) 515,124 376,910 581,856 870,146 697,917

中間(当期)純利益 (千円) 301,564 203,984 381,219 506,948 422,521

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) － － － － －

資本金 (千円) 2,892,575 2,892,575 2,892,575 2,892,575 2,892,575

発行済株式総数 (株) 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000

純資産額 (千円) 5,743,253 5,988,339 6,376,260 5,866,296 6,098,714

総資産額 (千円) 14,153,611 14,871,837 16,564,027 14,633,433 14,847,640

１株当たり純資産額 (円) 104,422.79 108,878.90 115,932.01 106,659.93 110,885.71

１株当たり

中間(当期)純利益
(円) 5,482.99 3,708.80 6,931.26 9,217.24 7,682.21

潜在株式調整後

１株当たり

中間(当期)純利益
(円) － － － － －

１株当たり配当額 (円) 1,500.00 2,000.00 1,500.00 3,000.00 4,000.00

自己資本比率 (％) 40.6 40.3 38.5 40.1 41.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 2,264,005 638,861 2,327,585 2,260,817 △120,899

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △1,588,089 △4,326,466 △6,444 2,249,202 △1,662,582

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △27,333 △82,146 △109,776 △109,478 △191,918

現金及び現金同等物の

中間期末(期末)残高
(千円) 5,698,717 5,680,924 9,686,638 9,450,675 7,475,275

従業員数

（外、平均臨時雇用者数）
(人)

158

(13)

162

(27)

207

(18)

158

(25)

174

(31)

　（注) １　チケット取扱高には、消費税等が含まれております。

２　営業収入には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は、中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

４　営業収入にはチケット取扱高を計上せず、チケット販売受取手数料、チケットシステム使用料収入及び広告営

業収入他を計上しております。

５　第16期以外の持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

また、第16期については、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため記載を

省略しております。

６　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

７　第16期中及び第16期の１株当たり配当額には、創立15周年記念配当500円及び1,000円を含んでおります。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変更はあり

ません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

３【関係会社の状況】

　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

　 平成20年８月31日現在

従業員数(人)
207

(18)

　（注) １　従業員数は、就業人員であり、当社グループからの出向者及び契約社員を含んでおります。

　　　  ２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（アルバイト・派遣社員）の期中平均人員（１日８時間換算）でありま

す。

３　従業員数が前期末に比べ33人増加しましたのは、販売力・営業力強化及び内部統制強化のための人員体制の

整備等によるものであります。

(2) 労働組合の状況

　当社には労働組合はありません。また、労使関係は良好であり、特記すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1) 業績

当中間期におけるわが国経済は、原油価格や原材料価格の上昇が企業収益を圧迫するとともに家計部門へも影響

を及ぼし、設備投資が減少傾向となり個人消費も弱含みとなるなど、景気後退局面入りが濃厚となってまいりまし

た。

 このような状況の中で当社は、従業員一人ひとりが「企業理念」及び「行動指針」に沿って行動するよう基本的

な考え方や行動について定めたビジネスアティテュードを作成し、コンプライアンス・コードに則った行動の徹底

に継続的に取組むとともに、従業員への研修を定期的に行う体制作りなど社員教育の充実も図っております。また、

金融商品取引法のもとで適用される内部統制報告制度への対応のため社内規程の新設・整備を行うなど更なる業

務の適正を確保するための体制整備強化に努めてまいりました。

 営業面におきましては、当社会員数拡大施策のひとつとしております広告宣伝費の戦略的支出による優良コンテ

ンツの獲得に努め、チケット取扱高の拡大も図ってまいりました。また、ブロードウェイミュージカル等の日本招聘

交渉権や当該日本招聘公演におけるチケット販売権等獲得を目的に、世界最大の米国プロモータLive Nation社の演

劇部門を買収したKey Brand Entertainment,Inc.に株式会社東京放送と共同で出資をいたしました。さらに、株式会社

ローソンと共同で渋谷郵便局内に各種チケット販売を行う対面式プレイガイドの実験店舗を設け郵便局店舗での

プレイガイド展開の可能性を模索する一方、異業種企業とのアライアンスに積極的に取組むなど、販売力・仕入力

の強化へ努めております。

 新たな取組みとして、音楽を通じて、環境保護のメッセージを届けたいという願いをこめて開催されたイベント

「NATURAL Songs」に株式会社ローソンと共同で企画・開催に参画するなど、環境保全活動にも取組んでまいりま

した。

 チケット販売事業におきましては、チケット取扱高が378億円となり前中間期実績を上回ることができました。な

お、主なジャンル別の状況につきましては、コンサートではサザンオールスターズの「真夏の大感謝祭」30周年記

念LIVEやL’Arc～en～Cielの「TOUR 2008 L’7～Trans ASIA via PARIS～」などの大型公演の販売が好調に推移し

たことなどにより、前年同期実績を大幅に上回る取扱高とし、チケット取扱高の拡大に大きく寄与いたしました。ま

た、演劇ではイベントの企画・開催に参画を行っている「BLUE MAN GROUP IN TOKYO」の販売や広告宣伝費の

戦略的支出によるコンテンツ獲得がチケット取扱高の拡大に繋がるなど、前年同期を上回る実績とすることができ

ました。さらに、スポーツでは、プロ野球及びＪリーグの販売が好調に推移したことに加え、「2008北京オリンピッ

クバレーボール世界最終予選兼アジア大陸予選大会」の販売の取扱いなどにより、前年同期実績を上回る取扱高と

することができました。そのほかには、４年ぶりとなる宮崎駿監督作品の映画「崖の上のポニョ」や「スタジオジ

ブリ・レイアウト展」と、ジブリ関連の販売が好調に推移したのに加え、地域に密着した花火大会における桟敷席

の販売取扱いも大きく伸長いたしました。これらの結果、チケット販売事業における営業収入につきましては

3,045,173千円（前年同期比　17.1％増）となりました。

 その他事業におきましては、アーティスト関連グッズ販売では、アーティスト関連ＤＶＤ等の販売が好調に推移

しましたものの前年同期実績を若干下回る結果となりましたが、広告営業収入がＷｅｂ広告の増加等により前年同

期実績を上回り、また、アーティスト等のファンクラブ運営代行業務の拡大を図るなど、既存事業拡大に努めてまい

りました。これらの結果、その他事業における営業収入につきましては、911,613千円（前年同期比　1.6％増）となり

ました。

 以上の結果、当中間期の営業収入は、3,956,787千円（前年同期比　13.1％増）となりました。経常利益につきまして

は、581,856千円（前年同期比　54.4％増）となり、当中間純利益は381,219千円（前年同期比　86.9％増）となりまし

た。

(2) キャッシュ・フローの状況

 当中間期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前中間期末と比べ4,005,714千円増加し、

9,686,638千円となりました。当中間期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであり

ます。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は2,327,585千円（前年同期比　264.3％増）となりました。これは主に、税引前中間

純利益が580,099千円となり、チケット販売等に係る営業未払金が増加したことによるものです。
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 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は6,444千円（前年同期比　99.9％減）となりました。これは主に、固定資産の取得

による支出があったものの資金運用を目的とした投資有価証券の償還による収入があったことによるものです。

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は109,776千円（前年同期比　33.6％増）となりました。これは、配当金の支払いに

よるものです。

２【販売の状況】

販売実績

　当中間会計期間における販売実績を事業の種類別に示すと、以下のとおりであります。

事業の種類

 当中間会計期間
（自　平成20年３月１日 
至　平成20年８月31日）

 営業収入（千円） 前年同期比（％） 

チケット販売収入 3,045,173 117.1

その他の収入 911,613 101.6

計 3,956,787 113.1

　（注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　チケット販売収入は、チケット販売受取手数料、チケットシステム使用料収入等であり、その他の収入は広告

営業収入、アーティスト関連グッズ販売収入等であります。

３　主な相手先別販売実績及び当該販売実績の総販売実績合計に占める割合は以下のとおりであります。

相手先

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社ローソン 607,842 17.4 306,135 7.7

　（注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３【対処すべき課題】

　当中間会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

(1) 当中間会計期間における重要な設備計画の変更

 前事業年度末において計画しておりました重要な設備の新設等につきましては、チケットシステム及びＷｅｂ・

モバイルシステムの性能及び機能向上を目的とした開発内容の見直しにより完了予定年月を延期するとともに、一

部の着手年月を延期しております。

事業所名
（所在地）

設備の内容
投資予定金額（千円）

資金調達方法 着手年月 完了予定年月
投資総額 既支払額

本社　
（東京都渋谷区）　

　チケットシステム
の改善及び見直し

1,000,000 870,108 自己資金　 平成18年10月 平成21年２月

本社　
（東京都渋谷区）　

　Ｗｅｂ・モバイル
システムの改善及
び見直し

900,000 771,343 自己資金　 平成18年10月 平成21年２月

本社　
（東京都渋谷区）　

　電子チケット対応
システム

500,000 － 自己資金　 平成21年３月 平成22年２月

計 － 2,400,000 1,641,452 －　 －　 －　

(2) 当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 136,000

計 136,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)

(平成20年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 55,000 55,000
ジャスダック

証券取引所
－

計 55,000 55,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高

(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高

(千円)

 平成20年３月１日～
平成20年８月31日

－ 55,000 － 2,892,575 － 1,342,825
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社ローソン 東京都品川区大崎一丁目11番２号 41,322 75.13

ユービーエスエイジーロンドン
アジアエクイティーズ (常任代
理人　ＵＢＳ証券会社)

1 FINSBURY AVENUE, LONDON EC2M 2PP

 (東京都千代田区大手町一丁目５番１号)
3,786 6.88

ユービーエスエージーロンドン
アカウントアイピービーセグリ
ゲイテッドクライアントアカウ
ント(常任代理人　シティバンク
銀行株式会社)

 AESCHENVORSTADT 48 CH-4002 BASEL

SWITZERLAND

 (東京都品川区東品川二丁目３番14号)

2,501 4.54

株式会社ジー・アイ・ピー 宮城県仙台市青葉区春日町６番15号 800 1.45

株式会社ディスクガレージ 東京都目黒区下目黒二丁目19番３号 400 0.72

資産管理サービス信託銀行株式
会社(金銭信託課税口) 東京都中央区晴海一丁目８番12号 294 0.53

大日本印刷株式会社 東京都新宿区市谷加賀町一丁目１番１号 270 0.49

株式会社ウエス 北海道札幌市西区二十四軒四条五丁目５番21
号 225 0.40

岡田　隆 京都府京都市中京区 219 0.39

ローソンチケット従業員持株会 東京都渋谷区神南一丁目19番４号 217 0.39

計 ― 50,034 90.97

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他)
　普通株式　55,000　　

　　　　　　
55,000 －

端株 － － －

発行済株式総数 55,000 － －

総株主の議決権 － 55,000 －

②【自己株式等】

　 平成20年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計

(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 149,000 154,000 155,000 170,000 166,800 168,000

最低(円) 136,000 137,000 141,000 155,000 157,000 154,000

　（注) 株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの役員の異動は、以下のとおりであります。

退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

常務取締役 マーケティング本部長 平　　　厚 平成20年９月10日
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第５【経理の状況】

１　中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号。以下

「中間財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成19年３月１日から平成19年８月31日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づき、

当中間会計期間（平成20年３月１日から平成20年８月31日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成し

ております。

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間会計期間（平成19年３月１日から平成19年８月

31日まで）及び当中間会計期間（平成20年３月１日から平成20年８月31日まで）の中間財務諸表について、監査法人

トーマツにより中間監査を受けております。

３　中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　 　
前中間会計期間末

(平成19年８月31日)
当中間会計期間末

(平成20年８月31日)

前事業年度の
要約貸借対照表

(平成20年２月29日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比

(％)
金額(千円)

構成比
(％)

金額(千円)
構成比

(％)

(資産の部) 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１　現金及び預金 　 2,682,500   4,689,407   6,675,437   

２　営業未収入金 　 2,267,671   2,977,817   2,902,380   

３　有価証券 　 7,992,203   6,197,114   2,199,339   

４　商品 　 42,728   37,789   15,947   

５　制作品 　 1,606   4,785   7,875   

６　その他 　 232,963   364,768   337,943   

貸倒引当金 　 △95   △5,242   △122   

流動資産合計 　  13,219,579 88.9  14,266,441 86.1  12,138,802 81.8

Ⅱ　固定資産 　          

１　有形固定資産 ※１ 301,909   242,522   309,217   

２　無形固定資産 　          

(1) ソフトウェア 　 －   1,358,482   1,428,550   

(2) ソフトウェア仮
勘定

　 795,432   28,280   9,051   

(3) その他 　 90,193   14,304   14,304   

無形固定資産合計 　 885,626   1,401,066   1,451,905   

３　投資その他の資産 　          

(1) 投資有価証券 　 298,972   492,243   300,285   

(2) その他 　 165,749   161,753   647,429   

投資その他の資産
合計

　 464,722   653,996   947,714   

固定資産合計 　  1,652,258 11.1  2,297,586 13.9  2,708,837 18.2

資産合計 　  14,871,837 100.0  16,564,027 100.0  14,847,640 100.0
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前中間会計期間末

(平成19年８月31日)
当中間会計期間末

(平成20年８月31日)

前事業年度の
要約貸借対照表

(平成20年２月29日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比

(％)
金額(千円)

構成比
(％)

金額(千円)
構成比

(％)

(負債の部) 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１　営業未払金 　 7,525,912   8,263,207   6,724,917   

２　未払金 　 645,508   434,459   780,075   

３　未払法人税等 　 118,546   233,399   9,271   

４　預り金 　 379,600   842,331   1,012,428   

５　引当金 　 46,741   58,771   44,603   

６　その他 　 62,710   225,222   55,991   

流動負債合計 　  8,779,020 59.0  10,057,391 60.7  8,627,287 58.1

Ⅱ　固定負債 　          

１　引当金 　 94,878   120,185   113,613   

２　その他 　 9,599   10,190   8,026   

固定負債合計 　  104,477 0.7  130,375 0.8  121,639 0.8

負債合計 　  8,883,497 59.7  10,187,767 61.5  8,748,926 58.9

  (純資産の部) 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１　資本金 　  2,892,575 19.5  2,892,575 17.5  2,892,575 19.5

２　資本剰余金 　          

　　資本準備金 　 1,342,825   1,342,825   1,342,825   

資本剰余金合計 　  1,342,825 9.0  1,342,825 8.1  1,342,825 9.0

３　利益剰余金 　          

　　その他利益剰余金 　          

　　　繰越利益剰余金 　 1,754,515   2,134,271   1,863,052   

利益剰余金合計 　  1,754,515 11.8  2,134,271 12.9  1,863,052 12.6

　　株主資本合計 　  5,989,915 40.3  6,369,671 38.5  6,098,452 41.1

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

その他有価証券評
価差額金

　  △1,576 △0.0  6,588 0.0  261 0.0

　　評価・換算差額等合
計

　  △1,576 △0.0  6,588 0.0  261 0.0

　　純資産合計 　  5,988,339 40.3  6,376,260 38.5  6,098,714 41.1

　　負債純資産合計 　  14,871,837 100.0  16,564,027 100.0  14,847,640 100.0

　 　          

EDINET提出書類

株式会社ローソンチケット(E03445)

半期報告書

12/27



②【中間損益計算書】

　 　
前中間会計期間

(自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日)

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比

(％)
金額(千円)

百分比
(％)

金額(千円)
百分比

(％)

Ⅰ　営業収入 　  3,498,812 100.0  3,956,787 100.0  6,960,038 100.0

Ⅱ　営業原価 　  1,887,018 53.9  1,574,962 39.8  3,587,334 51.5

営業総利益 　  1,611,793 46.1  2,381,824 60.2  3,372,704 48.5

返品調整引当金
戻入額

　  － －  10 0.0  7 0.0

返品調整引当金
繰入額

　  29 0.0  － －  － －

差引営業総利益 　  1,611,764 46.1  2,381,834 60.2  3,372,711 48.5

Ⅲ　販売費及び
一般管理費

　  1,264,197 36.1  1,828,614 46.2  2,737,048 39.3

営業利益 　  347,567 10.0  553,220 14.0  635,662 9.2

Ⅳ　営業外収益 ※１  29,342 0.8  28,635 0.7  62,254 0.9

経常利益 　  376,910 10.8  581,856 14.7  697,917 10.1

Ⅴ　特別利益 　  71 0.0  － －  44 0.0

Ⅵ　特別損失 　  1,616 0.1  1,757 0.0  5,592 0.1

税引前中間(当期)純
利益

　  375,365 10.7  580,099 14.7  692,369 10.0

法人税、住民税
及び事業税

　 121,000   222,000   197,000   

法人税等調整額 　 50,381 171,381 4.9 △23,120 198,880 5.1 72,848 269,848 3.9

中間(当期)純利益 　  203,984 5.8  381,219 9.6  422,521 6.1
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他
利益剰余金

利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成19年２月28日残高（千円） 2,892,575 1,342,825 1,342,825 1,633,031 1,633,031 5,868,431

中間会計期間中の変動額       

剰余金の配当    △82,500 △82,500 △82,500

中間純利益    203,984 203,984 203,984

株主資本以外の項目の中間

会計期間中の変動額（純額）
      

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
－ － － 121,484 121,484 121,484

平成19年８月31日残高（千円） 2,892,575 1,342,825 1,342,825 1,754,515 1,754,515 5,989,915

 
評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成19年２月28日残高（千円） △2,135 △2,135 5,866,296

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当   △82,500

中間純利益   203,984

株主資本以外の項目の中間

会計期間中の変動額（純額）
558 558 558

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
558 558 122,043

平成19年８月31日残高（千円） △1,576 △1,576 5,988,339

当中間会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他
利益剰余金

利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成20年２月29日残高（千円） 2,892,575 1,342,825 1,342,825 1,863,052 1,863,052 6,098,452

中間会計期間中の変動額       

剰余金の配当    △110,000 △110,000 △110,000

中間純利益    381,219 381,219 381,219

株主資本以外の項目の中間

会計期間中の変動額（純額）
      

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
－ － － 271,219 271,219 271,219

平成20年８月31日残高（千円） 2,892,575 1,342,825 1,342,825 2,134,271 2,134,271 6,369,671

 
評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成20年２月29日残高（千円） 261 261 6,098,714

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当   △110,000

中間純利益   381,219
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評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

株主資本以外の項目の中間

会計期間中の変動額（純額）
6,327 6,327 6,327

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
6,327 6,327 277,546

平成20年８月31日残高（千円） 6,588 6,588 6,376,260

前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他
利益剰余金

利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成19年２月28日残高（千円） 2,892,575 1,342,825 1,342,825 1,633,031 1,633,031 5,868,431

事業年度中の変動額       

剰余金の配当    △192,500 △192,500 △192,500

当期純利益    422,521 422,521 422,521

株主資本以外の項目の

事業年度中の変動額（純額）
      

事業年度中の変動額合計

（千円）
－ － － 230,021 230,021 230,021

平成20年２月29日残高（千円） 2,892,575 1,342,825 1,342,825 1,863,052 1,863,052 6,098,452

 
評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成19年２月28日残高（千円） △2,135 △2,135 5,866,296

事業年度中の変動額    

剰余金の配当   △192,500

当期純利益   422,521

株主資本以外の項目の

事業年度中の変動額（純額）
2,396 2,396 2,396

事業年度中の変動額合計

（千円）
2,396 2,396 232,418

平成20年２月29日残高（千円） 261 261 6,098,714
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

　 　
前中間会計期間

(自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日)

前事業年度の要約
キャッシュ・フロー計算

書
(自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日)

区分
注記
番号

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 　    

税引前中間(当期)純利益 　 375,365 580,099 692,369

減価償却費 　 45,638 238,088 153,677

固定資産除却損 　 1,616 1,757 5,592

営業未収入金の減少額(△増加額) 　 351,108 △75,437 △283,600

営業未払金の増加額(△減少額) 　 4,055 1,538,289 △796,939

預り金の増加額(△減少額) 　 126,077 △170,097 758,905

その他(純額) 　 △77,180 210,769 △286,348

小計 　 826,682 2,323,468 243,655

利息及び配当金の受取額 　 11,887 12,826 19,485

法人税等の支払額 　 △199,708 △8,710 △384,041

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 638,861 2,327,585 △120,899

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 　    

有価証券の減少額(△増加額) 　 △3,487,970 3,128 121,248

固定資産の取得による支出 　 △836,624 △506,988 △1,287,443

投資有価証券の償還による収入 　 － 500,000 －

預託金の払込による支出 　 － － △481,005

その他(純額) 　 △1,871 △2,584 △15,382

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 △4,326,466 △6,444 △1,662,582

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　    

配当金の支払額 　 △82,146 △109,776 △191,918

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 △82,146 △109,776 △191,918

Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額(△減少額) 　 △3,769,751 2,211,363 △1,975,400

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 　 9,450,675 7,475,275 9,450,675

Ⅵ　現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高 　 5,680,924 9,686,638 7,475,275
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

１　有価証券の評価基準及び

評価方法

その他有価証券

    時価のあるもの

　中間決算日の市場価格等に基

づく時価法

　なお、評価差額は全部純資産

直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定して

おります。

─────

その他有価証券

    時価のあるもの

　　　　同左

 

 

 

 

 

時価のないもの

　移動平均法による原価法 

その他有価証券

    時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づく

時価法

　なお、評価差額は全部純資産

直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定して

おります。

─────

２　たな卸資産の評価基準

及び評価方法

(1) 商品

　先入先出法による原価法

(1) 商品

　　　　　同左

(1) 商品

同左

 (2) 制作品

　先入先出法による原価法

(2) 制作品

　　　　　同左

(2) 制作品

同左

３　固定資産の減価償却の

方法

(1) 有形固定資産

　定率法

　なお、主な耐用年数は、建物10

～18年、工具器具備品５～15年

であります。

（会計方針の変更）

　当中間会計期間から法人税法

の改正（（所得税法等の一部を

改正する法律　平成19年３月30

日　法律第６号）及び（法人税

法施行令の一部を改正する政令

　平成19年３月30日　政令第83

号））にともない、平成19年４

月１日以降に取得したものにつ

いては、改正後の法人税法に規

定する償却方法により減価償却

費を計上しております。

　これによる損益に与える影響

額は軽微であります。

(1) 有形固定資産

　定率法

　なお、主な耐用年数は、建物10

～18年、工具器具備品５～15年

であります。

─────

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(追加情報)

　法人税法の改正にともない、

平成19年３月31日以前に取得

した資産については、改正前の

法人税法に基づく減価償却の

方法の適用により取得価額の

５％に到達した事業年度の翌

事業年度より、取得価額の５％

相当額と備忘価額との差額を

５年間にわたり均等償却し、減

価償却費に含めて計上してお

ります。

　これによる損益に与える影響

額は軽微であります。 

(1) 有形固定資産

　定率法

　なお、主な耐用年数は、建物10

～18年、工具器具備品５～15年

であります。

（会計方針の変更）

　当事業年度から法人税法の改

正（（所得税法等の一部を改正

する法律　平成19年３月30日　法

律第６号）及び（法人税法施行

令の一部を改正する政令　平成

19年３月30日　政令第83号））

にともない、平成19年４月１日

以降に取得したものについて

は、改正後の法人税法に規定す

る償却方法により減価償却費を

計上しております。

　これによる損益に与える影響

額は軽微であります。

　

 (2) 無形固定資産

　定額法

　なお、自社利用のソフトウェ

アについては、社内における利

用可能期間(５年以内)に基づ

く定額法によっております。

(2) 無形固定資産

　　　　　同左

(2) 無形固定資産

同左

 (3) 長期前払費用

　定額法

(3) 長期前払費用

　　　　　同左

(3) 長期前払費用

同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

４　引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備え

るため、一般債権は貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の

債権は個別に回収可能性を検

討し、回収不能見込額を計上し

ております。

(1) 貸倒引当金

　同左

(1) 貸倒引当金

同左

 (2) 賞与引当金

　従業員への賞与支給に備える

ため、支給見込額の当中間会計

期間に負担すべき金額を計上

しております。

(2) 賞与引当金

同左

(2) 賞与引当金

　従業員への賞与支給に備える

ため、支給見込額の当事業年度

に負担すべき金額を計上して

おります。

 (3) 返品調整引当金

　制作品の返品による損失に

備えるため、返品率等を勘案

し、将来の返品にともなう損

失見込額を計上しておりま

す。

(3) 返品調整引当金

　同左

(3) 返品調整引当金

同左

 (4) 退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当中間会計期間末における

退職給付債務に基づき計上し

ております。

(4) 退職給付引当金

　同左

(4) 退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職

給付債務に基づき計上してお

ります。

 (5) 役員退職慰労引当金

　役員への退職慰労金の支出に

備えるため、内規に基づく中間

期末要支給額を計上しており

ます。

(5) 役員退職慰労引当金

　同左

(5) 役員退職慰労引当金

　役員への退職慰労金の支出に

備えるため、内規に基づく期末

要支給額を計上しております。

５　リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

　同左 同左

６　中間キャッシュ・フロー

計算書(キャッシュ・フ

ロー計算書)における資金

の範囲

　手許現金、要求払預金及び取得日

から３ヶ月以内に満期日の到来す

る流動性の高い、容易に換金可能で

あり、かつ、価値の変動について僅

少なリスクしか負わない短期的な

投資からなっております。

　同左 同左

７　その他中間財務諸表(財務

諸表)作成のための重要な

事項

消費税等の会計処理

　税抜方式

　　　　　　　同左 同左

表示方法の変更

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
　　至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
　　至　平成20年８月31日）

　　────── 　(中間貸借対照表)

　無形固定資産の「その他」に含めて表示していた「ソフトウェア」

は、資産の総額の100分の５を超えているため、当中間期より区分掲記

しております。

　なお、前中間期末の「ソフトウェア」は71,913千円であります。
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
(平成19年８月31日)

当中間会計期間末
(平成20年８月31日)

前事業年度末
(平成20年２月29日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

243,868千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

      229,464千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

           277,832千円

（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

※１　営業外収益の主要項目 ※１　営業外収益の主要項目 ※１　営業外収益の主要項目

受取利息     9,662千円

有価証券利息     19,181千円

受取利息      8,981千円

有価証券利息     16,110千円

受取利息 13,270千円

有価証券利息     40,150千円

　２　減価償却実施額 　２　減価償却実施額 　２　減価償却実施額

有形固定資産  13,612千円

無形固定資産     32,026千円

有形固定資産    72,014千円

無形固定資産    166,074千円

有形固定資産     47,577千円

無形固定資産  106,099千円

（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

１　発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末株式数

（株）
当中間会計期間
　増加株式数（株）

当中間会計期間
　減少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 55,000 － － 55,000

合計 55,000 － － 55,000

２　配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月22日
定時株主総会

普通株式 82,500 1,500 平成19年２月28日 平成19年５月23日

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年10月10日
取締役会

普通株式 110,000 利益剰余金 2,000 平成19年８月31日 平成19年11月12日

当中間会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

１　発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末株式数

（株）
当中間会計期間
　増加株式数（株）

当中間会計期間
　減少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 55,000 － － 55,000

合計 55,000 － － 55,000

２　配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年５月20日
定時株主総会

普通株式 110,000 2,000 平成20年２月29日 平成20年５月21日
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(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年10月14日
取締役会

普通株式 82,500 利益剰余金 1,500 平成20年８月31日 平成20年11月14日

前事業年度（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

１　発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末株式数

（株）
当事業年度

　増加株式数（株）
当事業年度

　減少株式数（株）
当事業年度末株式数

（株）

発行済株式     

普通株式 55,000 － － 55,000

合計 55,000 － － 55,000

２　配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月22日
定時株主総会

普通株式 82,500 1,500 平成19年２月28日 平成19年５月23日

平成19年10月10日
取締役会

普通株式 110,000 2,000 平成19年８月31日 平成19年11月12日

(2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年５月20日
定時株主総会

普通株式 110,000 利益剰余金 2,000 平成20年２月29日 平成20年５月21日

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定   2,682,500千円

有価証券勘定 7,992,203千円

償還期間が取得日から

３ヶ月を超える債券等 △4,993,779千円

現金及び現金同等物   5,680,924千円

現金及び預金勘定  4,689,407千円

有価証券勘定 6,197,114千円

償還期間が取得日から

３ヶ月を超える債券等 △1,199,883千円

現金及び現金同等物   9,686,638千円

現金及び預金勘定 6,675,437千円

有価証券勘定 2,199,339千円

償還期間が取得日から

３ヶ月を超える債券等 △1,399,501千円

現金及び現金同等物 7,475,275千円
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（リース取引関係）

前中間会計期間
(自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日)

前事業年度
(自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日)

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

───── 　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

１　リース物件の取得価額相当額、減価償却累

計額相当額及び中間期末残高相当額

 １　リース物件の取得価額相当額、減価償却累

計額相当額及び期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

中間
期末残高
相当額
(千円)

工具器
具備品

654,209 648,168 6,040

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

期末残高
相当額
(千円)

工具器
具備品

－ － －

２　未経過リース料中間期末残高相当額  ２　未経過リース料期末残高相当額

１年内       6,326千円

１年超       －千円

合計        6,326千円

 １年内              －千円

１年超 　－千円

合計              －千円

３　支払リース料、減価償却費相当額及び支払

利息相当額

 ３　支払リース料、減価償却費相当額及び支払

利息相当額

支払リース料       49,660千円

減価償却費相当額       47,377千円

支払利息相当額      172千円

 支払リース料       55,992千円

減価償却費相当額      53,418千円

支払利息相当額    178千円

４　減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

 ４　減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

５　利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額

相当額との差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法によっ

ております。

 ５　利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額

相当額との差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法によっ

ております。

（有価証券関係）

前中間会計期間末(平成19年８月31日)

その他有価証券で時価のあるもの

区　分 取得原価(千円) 中間貸借対照表計上額
(千円) 差額(千円)

(1) 株式 241 175 △65

(2) 債券    

国債・地方債等 3,497,830 3,498,122 291

社債 1,300,037 1,297,514 △2,522

その他 3,495,715 3,495,363 △351

(3) その他 － － －

計 8,293,824 8,291,175 △2,649

当中間会計期間末(平成20年８月31日)

１．その他有価証券で時価のあるもの

区　分 取得原価(千円) 中間貸借対照表計上額
(千円) 差額(千円)

(1) 株式 241 123 △117

(2) 債券    

国債・地方債等 4,997,130 4,997,231 101

社債 300,000 299,913 △87
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区　分 取得原価(千円) 中間貸借対照表計上額
(千円) 差額(千円)

その他 899,908 899,970 61

(3) その他 － － －

計 6,197,279 6,197,238 △41

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

区　　　　分 中間貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 492,120

前事業年度末(平成20年２月29日)

その他有価証券で時価のあるもの

区　分 取得原価(千円) 貸借対照表計上額
(千円) 差額(千円)

(1) 株式 241 177 △63

(2) 債券    

国債・地方債等 799,823 799,837 13

社債 800,000 800,093 93

その他 899,118 899,516 397

(3) その他 － － －

計 2,499,183 2,499,624 440

（デリバティブ取引関係）

前中間会計期間(自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日)

デリバティブ取引を全く利用していないため該当事項はありません。

当中間会計期間(自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日)

デリバティブ取引を全く利用していないため該当事項はありません。

前事業年度(自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日)

デリバティブ取引を全く利用していないため該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ローソンチケット(E03445)

半期報告書

22/27



（持分法損益等）

前中間会計期間(自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日)

関連会社が存在しないため該当事項はありません。

当中間会計期間(自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日)

関連会社が存在しないため該当事項はありません。

前事業年度(自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日)

利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しております。

（１株当たり情報）

項　目 
前中間会計期間

(自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日)

前事業年度
(自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日)

１株当たり純資産額 108,878円90銭 115,932円01銭       110,885円71銭

１株当たり中間(当期)純利益 3,708円80銭 6,931円26銭   7,682円21銭

 　なお、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益については、潜在株式が

ないため記載しておりません。

　同左 　なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益については、潜在株式が

ないため記載しておりません。

　（注) １株当たり中間(当期)純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項　目
前中間会計期間

(自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日)

前事業年度
(自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日)

中間損益計算書上の中間(当期)純利益 (千円) 203,984 381,219 422,521

普通株主に帰属しない金額 (千円) － － －

普通株式に係る中間(当期)純利益 (千円) 203,984 381,219 422,521

普通株式の期中平均株式数 (株) 55,000 55,000 55,000

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（２）【その他】

　平成20年10月14日開催の取締役会において、平成20年８月31日現在の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載

又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、以下のとおり中間配当を行なうことを決議いたしました。

①　中間配当金の総額 82,500千円

②　１株当たり中間配当金 1,500円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年11月14日

EDINET提出書類

株式会社ローソンチケット(E03445)

半期報告書

23/27



第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、以下の書類を提出しております。

(1)
有価証券報告書

及びその添付書類

事業年度

(第16期)

自　平成19年３月１日

至　平成20年２月29日
　
平成20年５月21日

関東財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

   平成19年11月９日

株式会社ローソンチケット    

 取締役会　御中   

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松宮　俊彦　　㊞

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 森田　浩之　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ローソンチケットの平成19年３月１日から平成20年２月29日までの第16期事業年度の中間会計期間（平成19年３

月１日から平成19年８月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動

計算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ローソンチケットの平成19年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成19年３月

１日から平成19年８月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認

める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）が

別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

   平成20年11月７日

株式会社ローソンチケット    

 取締役会　御中   

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松宮　俊彦　　㊞

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 森田　浩之　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ローソンチケットの平成20年３月１日から平成21年２月28日までの第17期事業年度の中間会計期間（平成20年３

月１日から平成20年８月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動

計算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ローソンチケットの平成20年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成20年３月

１日から平成20年８月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認

める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）が

別途保管しております。
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